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　　　九1丗丁初のτ農学こ工学ns
　　漣携 ・ 融合した新総合研究科

宮崎六学六学院農学工学総合研究科
　　　　　　　　（博士後期課程）

太 田　
一

良

　宮崎大学は，生命科学，環境科学，エ ネル ギー科学を

研究戦略の中心 に据え，そ れ ぞ れに特色あ る学際的研究 に

取り組ん で い ます．昨年，市中心 部か ら郊外の 木花キ ャ ン

パ ス へ の移転 20周年を迎えました．本学は，平成 19年 4

月に 九州で は初め て とな る農学 と工学が連携 ・融合した

大学院 厂農学工 学総合研究科 （博士後期課程）」を創設し，

ス タートしました．農学工 学総合研究科（lnterdisciplinary

Graduate　School　ofAgri （：ulture 　and 　Enginccring）で は，

農学部とT ．学部の それぞ れ の伝統的な学問的背景と こ れ

までの相互 の 連携協力の実績を踏まえ て ，広範な知識に

基 づ い た総合的判断力と高度な研究能力を備えた専門技

術者の 養成を日指します，また，
一・
般選抜に加えて，社

会人特別選抜や外国人留学生特別選抜に より，地域産業

界との連携を図 る と ともに 国際的に教育を行う こ と を 目

標 として い ます，これま で，平成 ［9年度に 23名，平成

20年度に 32 名，平成 21年度に 15名が本研究科に入学し

て い ま す，在学生総数 70名中，社会人 が 25名を占め，地

域か らも大きな期待が寄せ られ て い ます，

　本研究科 （入学定員 16人）は，資源環境科学専攻 （定

員4 人），生物機能応用科学専攻 （定員4人），物質 ・ 情報

工学専攻 （定員8人）の 3専攻か らな り，さ らに 各専攻は

複数の教育コ
ー

スか ら構成されます．以下に各教育コ ース

の 内容お よびカ リキ ュ ラム の特徴に つ い て紹介します．

宮崎大 学 　木花 キ ャ ン バ ス

〈教育 コース の 内容〉

［資源環境科学専攻］

1，環境共生科学教育 コ
ース

　都市，農耕地，森林を
一・
体化した循環系及び共生系と

して 捉え，農林畜産業か ら生 み 出 さ れ る バ イオマ ス 資源

を活用したエ ネル ギー問題の解決と資源循環型地域社会

の創出，森林を中心 とした豊かな自然と豊富な生物資源

の利活用 に よ る GO2 濃度 「二昇抑制，水源涵養，環境修復

技術，防災機能の 強化，快適な地域都市空間の創出，自

然や生態系と調和 ・共生する た め に 必要な理論や技術 ・

方法論などを教授しま す．

2．持続生産科学教育コース

　植物生産科学，動物生産科学及び農業環境工学分野が

連携 し，総合的な 農学教育研究を通 して，持続生産に関

わ る動植物生産の解析 ・制御，動植物資源の 利活用，動

植物機能の開発 ・向上 病害虫の制御，勤植物の生理機

能の 解析，動植物牛産過程で の生態系の 動態解明，及び

農業生産の環境整備 と機械化 ・装置化を通 じ て，安心 ・

安全 で持続型の 生産シ ス テ ム の 開発に対応で きる教育研

究を行い ま す，

［生物機能応用科学専攻］

3．生命機能科学教育コース

　動植物や微生物の持つ 生命機能を 活用 して 食と健康 ・

生物資源 ・環境を包括的に提え，微生物に よ る環境汚染

物質の 分解や地域バ イオ マ ス資源の 有用物質 へ の 変換

地域の動植物や食品 が持つ 機能性評価シ ス テ ム の構築や

機能性物質の検索シ ス テ ム の 開発，食品中の機能「生物質

に対する生体調節機構や解毒代謝に つ い て教育研究を行

い ます．

4，水域生物科学教育 コ
ー

ス

　 人 間社会と水域環境 との 関わ りか ら生ずる環境問題，

資源管埋，生態系 の 保全，食料問題 を水産科学的に 捉 え，

水域生物を利用 した高機能性物質の探索や機能性水産食

品の開発，温暖な気候を反映した特徴的な水域生態系の

保全 と適正な資源管理，並びに 水域環境の保全 と水産生

物の効率的生産を両立 さ せ る先端的高度水産増養殖技術

に 関 して 教育研究 を行 い ます，

著者紹介　宮崎大学 左学院 農学 工 学総合 研 究科 生物機 能応 用 科 学 専攻 （教授 ） E−mail ： k．ohLa ＠ cc ，miyazaki −u．ac ．jp
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5，新材料エ ネル ギー
工学教育 コ

ー
ス

　環境調和 ・循環型の機能性材料の創生及びエ ネル ギー

の 変換 ・解析な どの ため，化学，電気工学，材料工学が

連携 して ，ナノ オーダーで制御された機能性材料の創生

及び新型薄膜半導体製造及び評価技術，太陽電池 ・燃料

電池等の 自然共生型 エ ネル ギーの高効率変換シ ス テ ム の

開発，ハ ドロ ン物理学，原子物埋学，天休物理学を基盤

とす る 高エ ネ ル ギ
ー
粒 子 〔素粒子，X 線 レ

ー
ザー，プ

ラ ズ マ 等）の エ ネル ギー計測及び解析に関わ る教育研究

を行い ます．

6，生産 工 学教育 コ
ー

ス

　生産技術の省エ ネ ル ギー化及び高度情報化 の ため，機

械 1
．
1学 と情報工学 を緊密に連携させ，生産 1．：学 ・振動工

学 ・流体 T．学 に基づ い た計測 。制御 シ ス テ ム の 開発，超

微細 ・高品質の 機械加工 技術及び環境負荷を考慮した構

造材料 の 開発 ・生産技術，情報ネ ッ トワーク技 術 ・ソ フ

トウ ェ ア 技術 ・数理 工 学手法 に基 づ い た生産情報 の 知的

管理等の 課題に対応 で き る 教育研究 を行い ます．

7．数理情報工学教育 コ
ー

ス

　農学，生物学，及び情報科学が連携したバ イオイン フ ォ

マ テ ィ ク ス によ っ て，医月］情報の管理及び ゲノム が内包

す る情 報 の 解明や食品が有 す る機能性 （健康維 持や抗

ウ ィ ル ス 性）の解明 と予測，分 ∫モ デリン グの 埋論開発

複雑な非線形現象の モ デ ル 化 ・解析 ・シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ，

情報通信 ・集積 回路の解析 ・設計，白己修復型 コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム 開発な どの 課題に 対応で きる教 育研究を行い

ます，

〈 カ リキ ュ ラム の 特徴 〉

　入学生 に 対 して 主 指導教員 と 2名以上 の 副指導教 員が

履修指導と研究指 導を行 い ます．履修す る講義の 多くが

農学 と⊥ 学分野 の 複数教員に よるオ ム ニ バ ス 方式であ る

こ とが特徴 とな っ て い ます．1年次 前期 に は，全国 に 先

駆 けて必修化 した講義 「研究者倫理」で，環境倫理 生

命倫理 お よび技術者倫理 に つ い て履修 します．まkl

年次前期 に 教育 コ
ース毎 に 設定 さ れた専攻 必 修講義 1科

目を履修します．1年次後期か ら，教育 コ
ース が認め る

専攻選択講義か ら2 科目以 トを選択 し ます，3 年間に わ た

り，特別研究 （5単位必修） と し て，指導教員の研究指

導に従い，的確な研究計画を策定し，研究領域の 動向な

どに つ い て の文献調査，実験や理論の展開 研究の進捗

状況 の 発表等 を通 じて 学位論 文を仕上 げます．

　 「2年次生に よる研究発表会」を開催し，研究科 2年次

の 学生 の 研究成 果を紹介する ととも に，プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン 能力 の 育成に も力 を人 れ て い ます．

履修ス ケ ジ ュ
ー

ル

1年 次 入学式・オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン

主指導教官 〔1名） 及 び副 指導教官 （2 名以 上） の 屈

出及 び履修指導

基 礎科 ［群 ：研 究 者倫理 （】単位必 修）

基礎科 目群 ：専 攻必 修講 義 （2 単位 必修）

研究基盤科 目群 ：専攻選 択講 義 （2単位選 択）

特別峅究 ：文献調査，研究計画策定

2年 次 峅究基盤 科 目詳 ：専攻選 択 講義 （2単位選 択）

特別研究 ：セ ミナー
に お け る lr頭発表 （1回 R，英語 ）

3年次 特別 研究 ：セ ミナーにお け る 凵頭発 表 （2回 目，英語 ）

特別研究 ：学位論文作成

学位 申請 ・審査

2年次生に よ る 研究 発表 会

学生 と教職員の 懇談会

　本研究科 の教員に は多数 の 日本生物 匚学会会員が在籍

し，以上 の ように本会の学問領域 に 密接 に 関連し た教育

と研究を行 っ て い ます．詳細は ホ ーム ペ ージを是非ご覧

くだ さ い ．

　http：〃www 」 ni アazaki −u ．ac
，jp／tech ！agr −engfindex ．html
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